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大
分
県
中
部
に
位
置
す
る
由
布
院
は
、
我

が
国
を
代
表
す
る
温
泉
地
で
あ
り
、
住
民
主

体
の
ま
ち
づ
く
り
を
通
じ
て
成
長
し
て
き
た

観
光
地
で
あ
る（
写
真
）。
機
関
誌
『
観
光
文

化
』（
２
１
５
号
、
２
２
３
号
）（
注
１
）
に
お

い
て
も
、
地
域
の
哲
学
や
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
は

既
に
地
域
か
ら
紹
介
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

よ
っ
て
、
今
回
は
、
２
０
０
０
年
代
前
後
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
の
観
光
客
の
増
加
に
対
す

る
対
応
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

　

由
布
院
を
含
む
旧
湯
布
院
町
（
現
由
布

市
湯
布
院
町
）
の
観
光
客
数
は
、
年
間
約

写真　由布岳を望む風景

特
集

4

３
８
０
万
人
で
あ
り
、
宿
泊
客
数
約
90
万

人
。
日
帰
り
客
数
約
２
９
０
万
人
で
あ
る

（
２
０
０
０
年
当
時
）。
由
布
院
温
泉
観
光
協

会
長
で
あ
る
桑
野
和
泉
氏
は
、
由
布
院
は
暮

ら
し
の
町
で
あ
り
、
人
口
１
万
人
の
町
（
旧

湯
布
院
町
）
に
年
間
３
８
０
万
人
の
観
光
客

が
来
訪
し
て
お
り
、
１
日
当
た
り
の
交
流
人

口
と
定
住
人
口
が
ほ
ぼ
同
じ
と
し
て
紹
介
し

て
い
る（
図
１
）。
ま
た
、
定
住
人
口
と
交
流

人
口
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
バ
ラ
ン
ス
が
不
均

衡
に
な
る
こ
と
で
、
景
観
や
交
通
の
問
題
が

出
て
く
る
」（
注
２
）
と
語
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
観
光
地
で
は
、
観
光
客

に
関
す
る
量
的
な
数
値
（
観
光
客
数
）
や
こ

こ
数
年
は
、
質
的
数
値
（
満
足
度
、
消
費
額

な
ど
）
の
把
握
が
行
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
住

民
の
観
光
に
対
す
る
意
識
な
ど
の
把
握
も
一

部
の
地
域
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
の
性
格
が
異
な
る

の
で
一
概
に
は
言
え
な
い
も
の
の
、）
そ
れ
ぞ

れ
を
個
別
に
把
握
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

バ
ラ
ン
ス
で
捉
え
よ
う
と
す
る
視
点
は
、
今

後
我
が
国
が
持
続
可
能
な
生
活
地
域
を
よ
り

意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
上
で
非
常
に
重

要
だ
ろ
う
。
生
活
と
観
光
の
共
存
を
掲
げ
る
、

住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
を
掲
げ
る
地
域

は
増
加
し
た
が
、
例
え
ば
、
設
定
さ
れ
て
い

る
指
標
に
関
し
て
言
え
ば
、
観
光
に
限
定
さ

れ
て
い
る
地
域
も
少
な
く
な
い
。

　

な
お
、
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
中
谷
健

太
郎
氏
は
、
２
０
０
０
年
代
前
半
に
、
観
光

客
に
関
し
て
「『
２
％
ず
つ
減
少
を
見
込
み
、

５
年
で
10
％
減
』
と
い
う
目
標
を
立
て
て
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
か
」（
注
３
）
と
提
唱

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
捉
え

方
を
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
が
持
っ
て
い
た
こ
と

は
、
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
地
域

全
体
の
方
向
性
と
し
て
、
そ
う
し
た
考
え
を

ど
の
よ
う
に
地
域
の
総
意
と
し
て
い
く
か
、

刻
々
と
変
わ
る
社
会
経
済
環
境
の
変
化
な
ど

を
踏
ま
え
な
が
ら
実
際
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
か
は
、
今
後
の
我
が
国
の
観
光
地
に

お
い
て
課
題
と
な
る
が
、
そ
も
そ
も
こ
う
し

た
考
え
を
地
域
や
リ
ー
ダ
ー
が
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
い
中
で
は
、
自
律
的
な
観
光
地
域
の

管
理
が
ど
こ
ま
で
進
む
か
は
疑
問
で
あ
る
。

生
活
と
観
光
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

視
点
と
環
境
変
化
へ
の
対
応

観
光
地
域
研
究
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２
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０
０
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光
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特集
観光客急増で問われる地域の“意思”
　生活と観光のバランスを考える視点と環境変化への対応4

第240号 January 2019

図●旧湯布院町の定住人口、1日当たりの観光客数の推移1
　

観
光
地
で
観
光
客
の
増
加
や
生
活
と
観
光

の
バ
ラ
ン
ス
を
問
題
と
し
て
扱
う
際
に
留
意

す
べ
き
点
と
し
て
、
由
布
院
観
光
総
合
事
務

所
の
事
務
局
長
（
当
時
）
の
米
田
誠
司
氏
は
、

「
観
光
地
と
い
う
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
い

て
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
町
が
、
お
客
様

の
数
を
制
限
す
る
と
い
う
言・

い・

方・

は
到
底
で

き
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
し
て
は
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」（
点
は
筆

者
加
筆
）（
注
３
）
と
述
べ
る
。

実
態
と
し
て
、
観
光
客
の
行
動

が
地
域
住
民
の
暮
ら
し
に
正
の

影
響
だ
け
で
は
な
く
負
の
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
は
あ
り
得

る
だ
ろ
う
。
適
切
な
制
限
が
必

要
な
こ
と
も
あ
る
。
と
は
い
え
、

観
光
で
多
く
の
人
が
生
計
を
成

り
立
た
せ
て
い
る
地
域
に
お
い

て
、
そ
の
課
題
や
負
の
側
面
だ

け
を
こ
と
さ
ら
に
際
立
た
せ
て

対
外
的
に
発
信
す
る
こ
と
は
、

市
場
に
対
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

イ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
を
自
ら
毀き

損そ
ん

す
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
慎
重
な
態
度
、
行
動

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
地

域
関
係
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ

れ
を
発
信
し
よ
う
と
す
る
第
三

者
も
同
様
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、近
年「
観
光
公
害
」や「
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う
用
語
が
多
用
さ
れ
る

が
、
そ
の
問
題
現
象
だ
け
の
発
信
、
警
鐘
に

留
ま
る
と
、
そ
う
し
た
問
題
を
抱
え
て
い
る

地
域
と
し
て
の
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
。
仮

に
使
用
す
る
に
し
て
も
、
地
域
自
身
が
そ
う

し
た
状
態
に
あ
る
と
の
一
定
程
度
の
見
解
を

示
し
て
か
ら
が
適
切
だ
ろ
う
。

　

観
光
客
全
体
、
あ
る
い
は
特
定
の
客
層
の

増
加
な
ど
に
よ
っ
て
新
た
な
問
題
が
生
じ
た

り
、
そ
う
し
た
観
光
需
要
の
獲
得
を
狙
っ
た

地
域
外
資
本
に
よ
る
参
入
に
よ
っ
て
、
調
和

の
保
た
れ
て
い
た
生
活
と
観
光
の
均
衡
が
変

化
し
、
意
識
的
な
対
応
を
模
索
し
て
い
く
こ

と
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
主
に
交
通
・
景
観
・

空
間
に
関
す
る
特
徴
的
な
取
り
組
み
の
一
部

に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
述
べ
る
。

❶
湯
布
院
・
い
や
し
の
里
の
歩
い
て

楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
交
通
社
会
実

験
の
実
施（
２
０
０
２
年
度
）

　

観
光
客
の
自
家
用
車
や
大
型
観
光
バ
ス

の
増
加
に
よ
り
「
歩
い
て
楽
し
む
ま
ち
」
と

は
言
え
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
旧
湯
布

　

 
観
光
で
生
計
を
立
て
て
い
る

２ 
地
域
だ
か
ら
こ
そ
の

　

 

慎
重
な
態
度

院
町
で
は
、
２
０
０
２
年（
平
成
14
年
）
に
大

規
模
な
社
会
実
験
を
実
施
。
多
く
の
地
域
住

民
も
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
湯
布
院
ら
し
い

交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
何
を
目
指
し
た

ら
よ
い
の
か
、
何
が
正
し
い
姿
な
の
か
を
町

を
挙
げ
て
考
え
、
方
向
を
見
い
だ
す
こ
と
を

目
的
に
４
つ
の
実
験
を
実
施
し
た（
表
１
）。

観
光
客
と
地
域
住
民
が
実
際
に
体
験
し
た

上
で
、
両
者
の
評
価
に
大
き
な
違
い
が
あ
っ

た
こ
と
や
、
実
験
と
し
て
は
実
施
可
能
な
メ

ニ
ュ
ー
で
あ
っ
て
も
、
実
際
の
実
施
に
は
課

題
事
項
も
多
く
、
比
較
的
合
意
形
成
が
図
ら

れ
や
す
い
も
の
に
関
し
て
は
、
積
極
的
に
実

施
に
向
け
て
の
展
開
を
目
指
す
こ
と
が
望
ま

れ
る
な
ど
の
指
摘
が
整
理
さ
れ
た
。

❷
観
光
環
境
容
量
・
産
業
連
関
表
分

析
調
査
及
び
地
域
由
来
型
観
光
モ

デ
ル
事
業（
２
０
０
６
年
度
）

　

本
事
業
は
、
由
布
院
地
域
（
中
で
も
由
布

院
温
泉
、
由
布
院
盆
地
の
範
囲
）
の
産
業
構

造
（
地
域
産
業
の
主
要
な
部
分
を
占
め
る
と

言
わ
れ
る
観
光
業
の
規
模
、
他
産
業
と
の
連

携
の
度
合
い
と
経
済
波
及
効
果
な
ど
）
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
１
９
７
１
年
（
昭
和

46
年
）
以
降
、
由
布
院
地
域
中
心
部
の
土
地

利
用
の
変
遷
な
ど
も
併
せ
て
調
査
。
本
来
の

由
布
院
の
魅
力
が
何
で
あ
り
、
何
を
守
り
何

出典：「国勢調査」「大分県観光動態調査」より作成

３ 

生
活
と
観
光
の
均
衡
を

　

 

模
索
す
る
取
り
組
み

特集4.indd   21 2019/01/23   10:40



22

表●交通社会実験の概要1

実施概要

１．中心部へ流入する観光自動車を減らす実験
①パーク＆バスライド実験
②パーク＆レールライド実験
③田園地区に無料駐車場設置実験

２．中心部内の観光自動車の無駄な動きを減らす実験 ④駐車場予約システム実験
⑤観光バス乗降システム実験

３．歩いて楽しいみちをつくる実験 ⑥観光自動車の乗入制限実験
⑦レンタサイクル実験

４．その他の関連実験
⑧実験関連情報提供システム
⑨実験関連各種サービスの実施
⑩景観に関する実験

交通実験の結果
～各実験メニューの利用者・交通量の変化～

2日間で約350,000人の観光客と延べ1,412人のボランティアスタッフが、交通実
験を体験しました。またパーク＆ライド実験や田園地区駐車場によって、全体の約
1／4の車が盆地周辺部に駐車し、中心部への集中を緩和させることができました。

交通実験の評価
～交通実験をしてわかったこと～

①様々な実験メニューを組み合わせた「パッケージ型」の交通実験をすることで、
総合的な効果が得られた。

②湯布院のまちが「歩いて楽しむまち」であることについて、総論としての賛成が得
られた。

③町民ボランティアの多数参加と多彩なメニューの総合的実施は、我が国随一の
実験であった。

課題解決1
地域の持続的な活性化のためには自立した地域
産業の存在が鍵

→地産地消を目指して、農業、商業、観光業が同じ土俵で取り組む
●地域を持続させるために農業も観光客も活かす
●「食」をキーワードに、農業、商業、観光は地元での経済への波及を優先する

課題解決2
滞在型観光と通過型観光のどちらを目指すのか？

→持続する観光地として、統一感のある湯の坪街道を目指す
●当地の暮らしと経済が持続していくための滞在型観光
●時間をかけて湯布院を味わう仕掛けづくり

課題解決3
駐車場の増大化をどうするか？

→安心してゆっくり滞在できる湯の坪街道をつくるために
●観光客が車を敬遠する意識を醸成する

課題解決4
地元住民対象の既存商店街をどう再生するか？

→地元商業者の新たな事業展開、雇用創出を図る
●観光客対象の小売業や宿泊施設対象のサービス業の開業
●ふるさと文化交流事業は、地域の事業者が暮らしと事業活動を一体化できる

出典：『湯布院・いやしの里の歩いて楽しいまちづくり交通社会実験の実施』

表●調査事業の提言2

出典：『観光環境容量・産業連関表分析調査及び地域由来型観光モデル事業報告書（概要版）』由布院温泉観光協会をもとに一部筆者が再整理

宿泊施設や物販・飲食施設といった観光関連施設について、周辺店舗や地域全体に溶け込めるよう開発規模を3,000㎡（延床面積）以下と
することを基本とし、外観については「由布院盆地景観計画」および「湯の坪街道周辺地区景観計画」の基準を遵守するとともに、これまで
の由布院における商売に対する考え方や行動を守っていくことが大事となる。
また、宿泊施設については、由布院観光を持続可能な地域とするため、従前より調整を図ってきた開発規模である15室程度（最大で30室程
度）とすることを基本とする。

表●2018年に示された基本方針3

を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
を
今
後
見
極

め
て
い
く
た
め
に
、
約
40
年
続
い
て
い
る
由

布
院
観
光
の
成
長
の
軌
跡
と
、
そ
の
成
長
・

発
展
が
ど
の
よ
う
な
成
果
と
課
題
を
地
域
に

も
た
ら
し
て
い
る
か
を
把
握
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
由
布
院
温
泉
観
光
協
会
が
由
布
院
温

泉
旅
館
組
合
と
連
携
し
て
実
施
し
た
も
の
で

あ
る
。
同
事
業
で
は
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
の
提
案
と
し
て
４
つ
の
解
決
課
題
が
示

さ
れ
て
い
る（
表
２
）。

❸
湯
の
坪
街
道
周
辺
地
区
景
観
計
画
・

景
観
協
定
の
策
定（
２
０
０
８
年
）

　

２
０
０
６
年（
平
成
18
年
）
に
湯
の
坪
街

道
で
起
き
た
交
通
事
故
を
き
っ
か
け
に
、
安

心
安
全
な
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
「
湯
の

坪
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
が
発
足
。
同
協
議

会
で
の
協
議
を
も
と
に
、
景
観
計
画
を
定
め

る
た
め
の
委
員
会
と
し
て
「
湯
の
坪
街
道
周

辺
地
区
景
観
づ
く
り
検
討
委
員
会
」
が
発

足
し
、
湯
の
坪
地
区
で
の
景
観
ル
ー
ル
づ
く

り
が
行
わ
れ
た
。
２
０
０
８
年（
平
成
20
年
）

に
「
湯
の
坪
街
道
周
辺
地
区
景
観
計
画
・
景

観
協
定
」
が
策
定
さ
れ
、
景
観
計
画
区
域
内

の
建
築
物
や
工
作
物
に
一
律
に
課
せ
ら
れ
る

ル
ー
ル
や
、
住
民
が
守
る
べ
き
ル
ー
ル
が
設

定
さ
れ
た
。
ま
た
、
法
的
な
強
制
力
は
な
い

も
の
の
、
地
域
の
申
し
合
わ
せ
と
し
て
守
っ
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特集
観光客急増で問われる地域の“意思”
　生活と観光のバランスを考える視点と環境変化への対応4

第240号 January 2019

図●由布市の外国人客数3

出典：「由布市観光動態調査」（由布市）

ら
公
共
交
通
機
関
で
の
移
動
な
ど
、
様
相
も

変
化
。
＂静
け
さ
、
緑
、
空
間
＂
を
大
切
に
長

年
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
が
、
日
帰
り

観
光
客
の
増
加
や
、ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
キ
ャ

リ
ー
ケ
ー
ス
に
よ
る
騒
音
な
ど
の
行
動
が
、

生
活
、
観
光
の
双
方
に
影
響
を
与
え
る
な
ど
、

由
布
院
が
描
い
て
き
た
ま
ち
の
姿
や
過
ご
し

方
が
必
ず
し
も
実
現
で
き
て
い
な
い
状
況
に

あ
る
。

　

ま
た
、
観
光
に
影
響
を
与
え
た
変
化
と

し
て
は
、
挾は

さ

間ま

町
、

庄
内
町
と
の
合
併

（
２
０
０
５
年
）、
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

（
２
０
０
８
年
）、
熊
本

地
震
な
ど
の
災
害
の

発
生
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
２
０
０
０
年

代
以
降
は
、
地
域
内

外
の
さ
ま
ざ
ま
な
環

境
変
化
と
そ
れ
に
伴

う
問
題
へ
の
対
応
も

迫
ら
れ
た
。

　

そ
う
し
た
中
、

２
０
１
８
年（
平
成
30

年
）
に
由
布
院
温
泉

観
光
協
会
・
由
布
院

温
泉
旅
館
組
合
は
、

て
い
く
マ
ナ
ー
と
し
て
「
紳
士
協
定
（
お
も
て

な
し
協
定
）」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
特
徴
的
で
あ
る（
図
２
）。

　

な
お
、
景
観
に
関
し
て
は
、
由
布
院
と
し

て
あ
る
べ
き
風
景
を
つ
く
る
た
め
の
建
築
デ

ザ
イ
ン
上
の
心
得
を
示
し
た
『
ゆ
ふ
い
ん
建

築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』（
注

４
）
も
策
定
さ
れ
て
い
る
。
旧
湯
布
院
町
で

は
、
１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）
に
自
然
環
境

や
景
観
、
風
紀
を
守
る
た
め
の
大
規
模
な
開

発
を
抑
制
し
て
も
ら
う
と
い
う
「
成
長
管
理
」

と
い
う
考
え
方
を
打
ち
出
す
『
潤
い
の
あ
る

町
づ
く
り
条
例
』
が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、

小
規
模
開
発
に
関
し
て
は
同
ブ
ッ
ク
で
方
針

を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
２
０
１
８
年
（
平

成
30
年
）
に
は
、
後
述
す
る
『
新
・
由
布
院
温

泉
観
光
基
本
計
画
』
で
表
３
の
よ
う
な
方
針

が
示
さ
れ
た
。

　

２
０
０
０
年
代
以
降
、
多
岐
に
わ
た
る
環

境
変
化
を
経
験
し
て
い
る
由
布
院
。
例
え
ば
、

外
国
人
観
光
客
に
関
し
て
は
、
客
数
（
総
数
）

が
増
加
す
る
中
で（
図
３
）、
団
体
旅
行
か
ら

個
人
旅
行
へ
、
大
型
観
光
バ
ス
で
の
移
動
か

　

 

環
境
変
化
を
踏
ま
え
た

４
「
新
・
由
布
院
温
泉
観
光

　

 

基
本
計
画
」の
策
定

「
由
布
院
温
泉
観
光
基
本
計
画
」（
１
９
９
６

年
に
策
定
）の
見
直
し
を
行
っ
た
。
20
年
以

上
が
経
過
し
た
同
計
画
は
、
課
題
認
識
お
よ

び
そ
れ
に
基
づ
く
取
り
組
み
内
容
に
現
状
と

の
乖か

い

離り

が
生
じ
て
い
た
。
ま
た
、
関
係
者
間

で
の
議
論
が
以
前
に
比
べ
る
と
少
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
や
、
由
布
院
の
外
か
ら
参
入
し

て
く
る
事
業
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
由
布
院
が
目
指
す
べ
き
方
向
性
が
共
有

で
き
て
い
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
由
布
院
観
光
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
か
ら
生
じ
た
各
種
課
題
を
明
確
化
し

た
上
で
、
改
め
て
由
布
院
が
目
指
す
姿
と
と

も
に
そ
の
実
現
の
た
め
の
取
り
組
み
を
示
す

こ
と
を
目
的
に
、
由
布
院
温
泉
観
光
基
本
計

画
の
改
定
が
行
わ
れ
た（
表
４
）。

図●紳士協定（おもてなし協定）の内容2

出典：「由布岳を望む誰もが安らげる湯の坪街道周辺地域づくりのために『湯の坪街道周辺
地区景観計画・景観協定（概要版）』」（湯の坪街道周辺地区景観づくり検討委員会）
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表●「新・由布院温泉観光基本計画」の概要4

由布院を取り巻く環境の変化
（１）外国人観光客の増加／（２）入込み客（日帰り客）の増加／
（３）熊本地震等の災害の発生／（４）外部からの参入の増加／
（５）観光まちづくりの手法の変化

由布院観光の課題と方向性

１.社会環境や外部環境の変化を踏まえ、受入態勢を強化しなければならない
→ FITの増加やフリーライダーを許さないための対応が必要
２.過去を振り返り、未来を見つめ直さなければならない
→ これからも今のままでよいのか、何を変換していくべきかを検討することが必要
３.目指すべき方向性を確認し、地域で共有しなければならない
→ 今後の目指すべき方向性、それぞれの役割を地域内で周知することが必要
４.持続的な発展のために地域のルールを再構築しなければならない
→ 地域合意による計画に位置づけられた自主ルールや定量的な指標が必要

由布院観光の理念

①由布院の観光を支える大きな柱は『自然』であり、大事に育まれてきた『環境』『景観』が
最大の観光資源である

②程よい大きさの由布院盆地の中で、生活のスケールに合った心地良さと生活を豊かにす
る小味で多様な魅力が安らぎの空間と個性あるまちを創る

③1人ひとりの顔が見える交流が、無限に広がる情報や物の流れの中から新たな価値を見
出し、生活を豊かにしていくとともに、魅力あるものが創造されていく

由布院観光のコンセプト 『豊かな暮らしと交流が共存する滞在型保養温泉地』

想定する主要ターゲットの考え方
　由布院観光の理念の通り、由布院の大きな魅力の一つは、由布院に住む個々の人の生き
方がベースとして存在し、そこに様々な交流が生まれていることである。こうした交流から
生まれる様々な価値を今後も大事にしていくためには、由布院の理念を理解し、共感してく
れる人に由布院に来てもらうことが最も重要となる。

戦略

１.由布院観光の魅力の根源である温泉滞在を地域一丸となって推進する
　【滞在化推進戦略】
２.由布院温泉での観光まちづくりを官民一体となって力強く推進する
　【観光まちづくり推進戦略】
３.由布院温泉の観光地としてのブランドや推進体制など観光基盤を整備・充実させる
　【観光地としての基盤整備推進戦略】
４.由布院温泉のインフラを含めた滞在環境を抜本的に見直し、強力に整備を推進する
　【滞在環境整備推進戦略】

し
い
よ
ね
」（
注
５
）
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を

外
部
に
対
し
て
発
信
し
続
け
て
き
た
。
一
緒

に
暮
ら
す
„
生
き
方
＂、„
出
会
い
＂の
場
所
の

イ
メ
ー
ジ
の
共
有
が
、
由
布
院
に
関
わ
る
地

域
内
外
の
関
係
者
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
我
が
国
の
今
後
の
観
光
を
考
え

る
際
に
は
、
生
活
と
観
光
の
バ
ラ
ン
ス
や
共

存
に
向
け
た
対
応
お
よ
び
管
理
を
地
域
側

だ
け
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
地
域
外
も
含

め
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
地
域
へ
の
関
与
の
仕

方
、
果
た
せ
る
役
割
、一
つ
ひ
と
つ
の
行
動
が

地
域
に
与
え
る
影
響
な
ど
を
も
っ
と
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
ご
と
う　

け
ん
た
ろ
う
）

（
注
１
） 

２
１
５
号
で
は
、
米
田
誠
司
「
２ 

観
光
と
ま
ち
づ

く
り
の
間
に
あ
る
も
の　

―
由
布
院
の
四
十
年
の

足
跡
か
ら
見
え
る
こ
と
」、
２
２
３
号
で
は
、
桑
野

和
泉
「
３ 

百
年
の
計
、
変
わ
ら
ぬ
思
い
と
進
化
す

る
由
布
院
」、
生
野
敬
嗣
「
４ 

温
泉
地
か
ら
の
声 

由
布
院
温
泉
」
を
参
照
。

（
注
２
） 

桑
野
和
泉（
２
０
０
９
）：「
今
後
の
観
光
庁
及
び
観
光

政
策
に
関
す
る
懇
談
会 

概
要
」

 

国
土
交
通
省
、p. 

２

（
注
３
） 

公
開
セ
ミ
ナ
ー
「
由
布
院
の
ま
ち
づ
く
り
に
学
ぶ
」

の
講
演
録
紹
介
（
第
４
回
）』
滋
賀
大
学
産
業
共
同

研
究
セ
ン
タ
ー
、p. 

１

（
注
４
） 

１
９
９
８
年
に
作
成
。
２
０
０
０
年
に
は
、
由
布
院

温
泉
観
光
協
会
、旅
館
組
合
、商
工
会
、地
区
住
民
、

湯
布
院
町
役
場
で
立
ち
上
げ
た
「
ゆ
ふ
い
ん
建
築
・

環
境
デ
ザ
イ
ン
協
議
会
」で
議
論
を
重
ね
、
創
り
・

守
る
べ
き„
ゆ
ふ
い
ん
の
風
景
イ
メ
ー
ジ
＂
を
形
と

し
て
町
民
に
示
す
こ
と
を
主
眼
に
「
町
民
普
及
版
」

を
作
成
。
２
０
１
１
年
に
は
増
補
改
訂
版
が
作
成

さ
れ
た
。

（
注
５
） 「
第
１
回
由
布
院
ス
ピ
リ
ッ
ト
研
究
会
議
事
録
」

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
、２
０
１
０
）よ
り
。

５ 

人
口
１
万
人
の
町
で
の

　

 

生
活
と
観
光

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
、
想
定
の
範
囲

を
超
え
る
問
題
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る

が
、
ま
ず
は
由
布
院
の
よ
う
に
、
地
域
住
民

自
ら
が
主
体
性
を
持
っ
て
、
地
域
内
外
に
意

志
を
明
示
し
、
生
活
と
観
光
の
バ
ラ
ン
ス
も

意
識
し
な
が
ら
、
地
域
を
創
り
管
理
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。
今
あ
る
由
布
院
の

姿
は
、
自
然
に
生
ま
れ
た
姿
で
は
な
く
、
長

年
地
域
が
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
結
果

な
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

我
が
国
の
観
光
地
は
、
由
布
院
の
よ
う
に
小

さ
な
町（
地
域
）も
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

地
域
自
身
が
主
体
性
を
持
っ
て
臨
む
の
は
も

ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
小
さ
な
町
の
中
の
力
と

努
力
だ
け
で
は
解
決
に
至
ら
な
い
こ
と
も
多

い
。
３
．で
述
べ
た
通
り
、
由
布
院
は
各
種
対

応
を
行
っ
て
き
て
お
り
今
後
も
そ
う
し
た
対

応
は
必
要
だ
が
、一
方
で
小
さ
な
町
で
の
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
は
、
地
域
外
の
人
の
好
意
、

善
意
と
支
援
も
な
け
れ
ば
守
っ
て
い
け
な
い

と
由
布
院
は
認
識
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

リ
ー
ダ
ー
の
中
谷
氏
は
「
こ
の
よ
う
に
生
き

た
い
よ
ね
、一
緒
に
生
き
る
、
出
会
っ
た
場
所

が
こ
の
よ
う
で
あ
る
と
ど
ん
な
に
か
素
晴
ら
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